『 バックナンバー 01 : MADE IN JAPAN 「わが体験的国際戦略」 盛田昭夫 』

2009.02.16
1987年刊行ですが、SONYが「町工場」から国際的な大企業に成長する体験過程が克明に書かれています。他人を思いやる心、信じられる人を「見抜き」そして全面的に信用すること、卑怯ことはしてはならないこと、国際人とは、など「人間」「日本人」としてあるべき姿を追及することが、会社の成長にも直結することがよく分かる本です。「郵政改革の暗黒部」を訴追されないために、現職の首相を非難して矛先をかわそうと企む政治家達(非難される方も問題だが、巨悪を見抜けない国民やマスコミにも問題ありと思うが）や、「拝金主義」に走り「企業の本質とは何か」を深く考えない多くの企業経営者に「原点」に戻るためにもう一度読み返して欲しい本です。昨今の状況に対し、コメントした様な内容がありましたので、下記に引用します。
【 引用文 】

本文160P; 【　～　日本の経営者は、労働者を道具として使うことはしない。企業家は会社を作り、自分のアイデアを実現するために社員を雇う。しかしいったん人を雇ったら、その人たちを同僚あるいは協力者とみる。経営者は株主に十分な利益を還元すべきではあるが、自分の雇い入れた人びと、自分の”同僚”をも大切にしなければならない。彼らは会社の原動力であり、経営者はその働きに十分報いるべきである。株主と社員は同列であるべきなのだ。いや、社員のほうがより大切かもしれない。株主は利益を求めて気の向くままに出たり入ったりするが、社員とは長い付き合いをしなければならない。社員あってこその企業なのである。～】
『 バックナンバー 02 :「人がやらない、人がやれない」IT のすべてはここから始まった』　佐々木　正著 2009.02.21

  94才になっても現役を続けている。その能力・気力・体力には脱帽である。何万人に一人という能力にも恵まれ、厳しいとは言え時代にも恵まれ、一般人にはマネができないことばかりに見える。しかし何事にも諦めない、執拗に追及する、閉ざされた会社社会を超して外部を巻き込み大きな成果につなげる「共創」の精神、これらのうち気力・執拗性に関する部分は「普通」の人でも努力すればできないことではない。イノベーションが叫ばれ「革新」と日本語では訳されるが、真の意味は佐々木先生のおっしゃる「共創」ではないかと思う。Closedな世界で、幾ら努力しても新しい事は生まれない。「共創」の精神がなければ、ソフトバンクの孫社長が佐々木先生の支援を受けることはなく、今のソフトバンクは存在しなかったかもしれない。元気を無くし、先が読めなくなった今の日本でこそ、真の「イノベーション」され、鋭意推進されねばならないと考える。個人的には、「共創極」と訳したい。Openな精神で、お互いの能力の相乗効果で、より高い「極み」に達することが本当の「イノベーション」ではないだろうか。
【 引用文 】
　89P 「～　技術力には定評がありながら、マーケットを見つけるのが非常に下手という点で、パッカードベルは神戸工業と似たようなところがあった。たとえば、再生したパッカードベルはその後パソコン産業にいち早く参入し、一、二を争う企業になるが、それも長くは続かなかった。原因はテクニカル・オリエンテッドの企業風土にあったと私は考えている。技術は経営の一手段にすぎない。それを忘れてテクニカル・オリエンテッドに走った企業は、やがて市場から見放される運命にある。～浪花節かもしれないが、私なら「金が人か」と迫られれば「人」を選ぶ。長い目でみれば、「人」に優る財産はない。～
『 バックナンバー 03 : この国のけじめ』　藤原 正彦 著                2009.02.28

「国家の品格」が大ベストセラーになり、一躍著名になった著者の「随筆集」である。著名作家の新田次朗、藤原ていの次男であり、本職はお茶の水女子大の数学科の教授であるが、洒脱・軽快でありながら核心をついた鋭い切り口で、多くの随筆あるいはノンフィクションを著している。少年の頃から、英語の天才でありながら、「自国語を無くした国は滅びる」との持論を永続的に展開するなど、教育論・文化論・道徳論に幅広く鋭い分析を加えている。この点では、下記の特選図書の「林　秀彦氏」と似た点があるが、方や繰り返し問題提起しても、効果がなく、恨み節となってしまっているのに対し、具体案を機関銃の様に提案している点が異なっている。元来の、「楽天家」なのだろう。その一方で、私生活を面白・おかしく展開するなど「唯者ではない」。本書では、小泉改革当時の「市場原理主義」展開は、結局アメリカの様な貧富の差の拡大を招くだけであり、人間の幸せを「金銭的な面」でしかとらえられないのは、「野蛮人」の証拠だとも言いきっている。この考え方が正しかったのは、正に今、日本国民の多くが不幸なことに体感している事である。また、日本人は情報を軽視する、「お人好し」な国民である点も鋭くついている。この点は、島国である故、過去侵略された事がなく、同一民族であるため、警戒心が不足しているためである。昨今の外交、大手企業の「交渉力」の弱さ（交渉力とは、本来教養がないと本物ではなく、日本で交渉力があると自負している人の多くは、粗雑・粗暴・非常識・傲慢なだけである）等はおの「お人好し」民族に起因する。しかも、ただお人好しなだけなら良いのだが、他人にまで「お人好し」を強要するため、国際競争力はより低下していく。狩猟民族は、文化的に「弱肉強食」である。日本人まで、その様な文化になるのは、間違っているが、少なくとも世界あ「表の顔と、裏の顔」を巧みに使い分ける民族が多い事を理解しておかねばならない。また、著者が、英語教育に力を費やすのは無駄であり、国語教育をもっと厚くする必要があると力説している点は、その通りであると思う。人間は自国語で物を考えるのであり、そのレベルがプアだと頭までプアになる。他人の言う事が理解できず、そのまま大人になると英語が上手だがネイティブではなく、日本語はしゃべれるが文化的でない、中途半端な人物になってしまう。斯様な人は、他人の言う事の真意が理解できないので、年配になっても「キレやすい」のである。何れにしても、短編随筆の集大成の本であり、大変ためになると共に、「考えさせて」くれる本である。
【 引用文 】
「不況克服のためなら何でもする、というのが経済界の基本姿勢である。そのためか、あたかも不況に対する自らの責任を糊塗し転嫁させようとするかの如く、思いつきだけで政治、経済、社会に口を出し、ついには教育まで口をはさむ。たかが経済のために日本を改造までしようとする経済人の不見識には呆れるばかりである。すぐに役に立つことばかりを求める、という彼らの近視眼こそが、このしぶとい不況からの脱出を難しくしていることに気づかない。彼らはもっともらしい理由をつけたうえ、やはり近視眼となっている経産省や金融庁などと一緒になって提案してくるから、文科省はひとたまりもなく首をたてにふってしまう。～

『 バックナンバー 04 : 俺が、つくる！』 岡野　雅行 著

　「スーパー町工場」岡野工業代表社員（と自分で呼称）の岡野雅行氏、私が「物造りの原点」をまとめようとする、きっかけになった人である。正確に言うと、唐津一さんという方が日本の物造りの匠の中で紹介していた人である。技術の高低より、できる・できないという事が結局、最大の差別化につながるというコンセプトが、非常に共感できるし、「汎用カメラモジュール」で部品メーカーとコラボレーションで「差別化」を実現してきたコンセプトと合致する。岡野雅行氏は、1990年代、リチウム電池ケースの深絞りに成功し一躍脚光を浴びた。この技術は、1970年代以前、高級ライターのケースを作るために確立された技術であり、その頃は多くのプレスメーカーで実現できた技術である。しかし、その後登場した100円ライターにより、絞り技術を必要とするライターは激減し、多くのプレスメーカーがその技術を捨てていった。そんな中、岡野氏は「古い技術が何れ役に立つ時が来る」という親の言いつけを守り、金型を捨てず、技術の温存を図っていた。そんな中、Walkmanのガム電池で深絞りの技術が必要となり、独占的にこの技術は活かされた。更に、90年代に入り今度は携帯電話用のリチウム電池のケースで、またこの技術が必要となり、ここでも独占的に仕事を確保することが可能となった。絞りは、「最先端」技術では無い。「最先端」を求め海外メーカーに事業で負けている日本の大企業はこの姿勢を見習ってほしいものである。事業を考えない「最先端技術」追求は、企業で行うべきことではない。研究機関にでも行って行えばいいのである。選択と集中でも一般的には古い技術を捨て、新しい技術を残す方向が「常識的」であろう。しかし、そんな「常識」にとらわれていたら、今の岡野工業は存在していないと思う。結果を出せない「常識」は、多数決で絶対大多数が賛同しようとも「誤り」なので、ある。岡野氏は、その後物理学の大家が「絶対不可能」とした「プレスによる痛くない注射針」の開発に成功し益々その名声を高めている。この注射針を開発する気になったのは、「金が欲しい」とか「技術力誇示で名声が欲しい」といった低次元の欲望ではなく、「糖尿病でインシュリンを自分で打たねばならない子供達に痛い思いをさせたくない」という非常に純粋な優しさから、発している。この点も昨今の市場原理主義優先、弱肉強食推進と考えている「けだものの心を持った人々」は是非見習ってほしいものである。本書を読むと、物造りとは、「知恵と、根性と、絶対やり抜こうとする執念と、忍耐」の結果、達成されるものであることが理解できる。頭だけで考え、忍耐も根性の無い昨今のバーチャルエリートには、「物を具現化」することは難しいことだと思う。

【引用文】

19 P 　「俺は、これからは、この注射針のように、ポケットに入るような、小さくて精密なものをつくっていきたいと思っている。トラックで運ぶような仕事は、どうしたって安い労働力を擁する中国や東南アジアに移ってしまうからだ。だけど、精密機械となるとそれだけの精度が必要になる。徹底的に技術力の勝負になる。逆にいえば、俺たち日本人は、精密な難しい技術の製品をつくることでしか、中国や東南アジアの国々と勝負できないということなんだよ。「痛くない注射針」でもわかるように、俺の仕事の特徴は「誰もできない仕事ができる」ということにある。だが、何も特別な技能があるわけではなく、昔から何度も失敗　

してきた経験の積み重ねによってできているだけのことだ。誰もできなくなったのは、みんな基本を忘れて、先をおうばっかりになってしまったがゆえに、肝心の基本の技術おろそかになってしまったんだな。最先端の機械を使って製品をつくるのは簡単で、しかも楽なことだが、基本技術を固める前に楽なほうに流れていってしまった。俺のような基本的なことがキチンとできるローテクが、今、我が世の春を謳歌しているんだ。次世代携帯電話でも自動車の燃料電池でも、技術的には可能であっても実際のモノを完成させられなくては絵に描いた餅になってします。もちろん、理論だけで取れてしまう特許もあるけど、本当は世の中の役に立つものをつくってこそ価値があるんじゃないか。次世代携帯電話や燃料電池といった最先端のハイテクを支えているのは、昔からある金型プレス加工というローテクの技術なんだ。なんたって、ローテクというのは、すごいんだから！～

